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積極財政の課題



望ましい経済対策は「消費税の減税」41% JNN世論調査
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20（出所）：TBS NEWS DIG  2023年11⽉5⽇ https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/818859?display=1

JNNの最新の世論調査で、「デフレに後戻りしないしないための⼀時的措置」として、
何が⼀番良いか聞いたところ、
▼「所得税や住⺠税の減税」が10%
▼「消費税の減税」が41%
▼「現⾦給付」が9%
▼「社会保険料の引き下げ」が15%
▼「給与所得控除などの拡⼤」が18%

また、政府が所得税など減税するにあたり、所得制限を設けるべきか聞いたところ、
「設けるべき」が51%
「設けるべきではない」が38%
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●財政は国⺠の反発を恐れて良いことばかり⾔っているポピュリストには務まらない仕事。
翻って今の財政はどうだと⾔ったときに、国⺠の反発を恐れてなのか、⼿綱を緩めっぱなし。

●⽇本国⺠は簡単に⾔うと、70兆円しかないのに110兆円の暮らし。⾝の丈以上の暮らし。
こんな当たり前のことを⾔うと、財務真理教だとか財務省の⽝だとか⾔って攻撃する⼈がいる。

●財政を預かっている政治家が国⺠の皆さん、ここは国⺠負担をお願いしますとか、
あるいは歳出を削らしてくださいとか、⾔いにくいことであってもきっちり正⾯からごまかさずに
国⺠に説明をしてお願いをしてこなければならなかった。

●普通に考えて、世の中に打ち出の⼩づちなんかない。だけどあると⾔い張る⼈たちがいる。
「いくら借⾦しても⼤丈夫なんだ」という普段では受け⼊れられないような⾔説が、
⼤⼿を振ってここでまかり通るような社会現象は専⾨家に分析してもらわないといけない。

●防衛費の増額について、私が部会で⼀貫して⾔っていたのが、
国防というのは国⺠みんなで⽀えるものだと。
防衛⼒を強化の必要があれば、政治家が正⾯から国⺠に説明し、その負担をお願いしますと
正⾯からお願いすれば、国⺠は必ずわかってくれる。そこを避けてここは国債でいいんだというから、
話が横道に⼊っていく。



緊縮財政を正当化したことで低成⻑が続く
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22（出所）：経済産業省「事務局説明資料（デジタル社会の実現について）」



港湾への投資の差がインフレ要因になった
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コロナ禍だけが輸⼊価格の上昇要因ではない
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豊かになる中国に対する買い負けが起こった
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⽣活インフラの⺠営化、上場は正しいのか？
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26（出所）：国⼟交通省「近年廃⽌された鉄軌道路線」
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財政健全化のパラドクス
（⾃⼰実現的予⾔）



既に耐⽤年数が超過しているインフラが多数
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28（出所）：国⼟交通省「地域鉄道の現状」



緊縮財政が⼈材をダメにしていった
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29（出所）：国⼟交通省「インフラメンテナンスの現状と課題」



加速度的に⽼朽化が進む社会資本
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30（出所）：国⼟交通省「国⼟交通省におけるインフラメンテナンスの取組」



むしろ緊縮財政が財政負担を⾼めている？
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31（出所）：国⼟交通省「国⼟交通省におけるインフラメンテナンスの取組」



多くの⽀持を得て輪を広げていくためには・・・？
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●主要先進国並みの賃上げ
直近 2 年の国内の賃上げの⽔準（名⽬））の継続で、 所得が向上する。

●⼈⼝密度は減少し⼆拠点居住が⼀般化。
デジタル化で義務的作業時間が減少し可処分時間は増加 。
世界で最も健康（健康寿命は 75 歳）に、
誰もが（⾼齢者も障がい者等も 活き活きと⽣活できる。（マクロ経済）

●GDPは、⽣産年齢⼈⼝の減少率より、労働⽣産性が⾼い⽔準の伸びとなることで、
労働参加率の維持の中、 プラス成⻑ 。

●物価は、国際秩序変化と中国含む少⼦⾼齢化による供給不⾜圧⼒で、
マイルドインフレ となる。

●⾦利は、上昇しているが、物価上昇を加味すると、実質⾦利の上昇幅は限定的となる。
（出所）：経済産業政策局「第3次中間整理で提⽰する2040年頃に向けたシナリオについて」



多くの⽀持を得て輪を広げていくためには・・・？
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●経常収⽀は、⿊字構造が維持される。

●貿易収⽀が、⼤幅な⾚字から対内直投を含む国内投資増加を背景とした
輸出増・GX による エネルギー⾃給率の向上による⾚字改善により⾚字縮⼩

●所得収⽀が、世界最⼤の対外純資産など過去の蓄積と企業の海外展開としての
現地⼦会社への投資拡⼤もあって対内直投が増える中でも⿊字を維持

●サービス収⽀は、デジタル⾚字増に対応するとともに、インバウンド拡⼤による⿊字増により
改善

●ISバランス は企業が国内投資の拡⼤を継続することで貯蓄超過を解消して資⾦需要
主体（ 投資超過 ）となり、家計は賃⾦上昇・⾦融所得の増加、税社会保障による
所得分配の改善により、⾼齢化⽐率が上昇する中であっても 貯蓄超過を維持し、
政府は経済成⻑に伴う税収の増加等を背景に投資超過を解消。

（出所）：経済産業政策局「第3次中間整理で提⽰する2040年頃に向けたシナリオについて」
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ご清聴ありがとうございました

チャンネル登録お願いします！

森永康平のリアル経済学 森永康平のビズアップチャンネル

森永康平のYouTube番組




